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共
同
著
作
者
の
著
作
者
人
格
権
行
間
に
関
す
る
考
察
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弔

両

は
じ
は
の
三

本
円
相
心
は
的

町
民
放
の
若
が
利
作
に
関
与
、
じ
、
各
人
心
i
巴
J

分
J
V
C

分一切

L
き
な
い
も
の
わ
共
同
Z
作
物
一

rrt 

Z
ニ
と
い
う
が
、
引
ハ
同
孟

条

作
物
の
音
作
権
行
使
及
び
世
作
者
、
り
人
格
権
打
伎
に
つ
い
と
は
一
定
心
制
約
い
や
お
る
。

土
八
十
一
著
作
梓
の
場
合
、
著
作
比
仰
の
持
分
の
議
波
及
び
曽
川
＝
者
、
の
利

m
J誌
に
つ
い
て
は
共
p

上
ZE
ふ
さ
貝
の
同
立
が
必
変
で
あ
る
一
ハ

十n
久
人
一
周
一
色
レ
、
〕
一
一
項
）
）
主
？
7

一
、
共
同
諸
刊
物
に
つ
い
て
弟
会
へ
の
利
用
許
詰
1
4
↓
る
場
合
は
、
併
せ
て
、
当
作
者
人
目
円
札
慣
に
つ

U

て
の
計
請
を
削
岩
」
2

る
三
こ
を
の
り
う
る
。
v

の
場
合
、
共
同
詰
作
物
の
若
作
者
九
員
の
同

ZFZCな
け
れ
ば
、
古
作
者
人
柄
棒
の
行

使
を
ず
る
事
」
と
は
で
き
な
い
が

（
八
四
条
頃
二
年
い
著
作
者
は
、
信
荒
川
に

k
l
J
て
前
月
（
の

の
人
政
リ
を
い
妨
げ
る
」
と
が
で
き
な
い

同
長
二
羽
）

」
の
規
’
止
を
ト
ノ
γ
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限
h
、
ム
円
意
に
反
刻
ず
る
著
作
宥
に
し
一
川
義
違
反
が
伝
日
れ
ば
、

首
作
者
ー
へ
一
点
n
議
行
使
に
持
一
α
るら
1

意
は
成
u

し
な
く
て
も
致
し
方
な
い
よ
う
に
も
肝
心
わ
れ
る
。

十
り
で
、
む
や
九
や
り
に
ん
に
著
作
者
に
権
利
行
使
何
一
絡
を
認
め
ど
は
、
札
高

九一物
U
乱
用
が
問
答
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
一
そ
れ
で
は

体
、
人
直
条
一
旧
工
l
h
w
h

つ
計
五
法
況
と
は
乙
の
よ
う
ほ
行
為
で
為
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る
と
考
え
、
つ
れ
る
の
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ろ
う
か
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こ
の
上
に
つ
い
て
、
従
次
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あ
ま
り
枚
持
は
な
さ
れ
て
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一
九
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工
人
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に
川
レ
わ
れ
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ま
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条
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と
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検
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す
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て
、
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で
は
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物
の
は
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作
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人
治
権
行
使
、
ご
著
作
権
行
使
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片
山
川
に
行
う
場
合
に
お
い
て
、
若
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机
打
者
人
格
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行
涜
を
や
絶
す
る
者
の
信
託
進
氏
、
、
注
る
行
為
に
つ
い
て
検
討
を
行
品
目
｝
ζ
ζ
4
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J
る
。
パ
パ
ム
一
八
体
的
に
は
、
持
分
移
転
が
為
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た
場
ム
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苫
作
者
人
格
権
行
使
を
犯
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す
る
こ
し
〈
に
ぺ
い
三
信
義
違
反
の
門
出

以？に、

二
つ
の
点
に
つ
き
検
討
を
行
う
、
一
と
て
、

本
稿
は
、

竹
内
川
門
書
叫
ん
初
心
出
作
者
人
治
権
一
行
慢
に

の
た
た
き
σ
ム
ド
を
作

成
す
る
こ
と
を
け
的
と
す
る
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ム4

議
論
心
、
川
一
提

先
に
川
向
げ
た
二
つ
に
つ
い
て
共
体
的
山
検
問
、
γ
る
誌
に
、
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同
し
者
作
物
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巨
人
格
権
行
使
に
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す
る
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四
条
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取
及
び
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一
円
条
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山
明
の
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定
す
る
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一
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什
に
つ
い
亡
の
本
格
の
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場
を
明
ら
か
に
し
E
お
き
た
い

v

と
い
た
ノ
の
は
、
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ハ
悶
条
に
関
し
て
は
、
決
刊
例
J
E
U凡つ

日
る
こ
と
が

設
へ
師
の
徒
五
の
子
J

め、

以
F
に
が
す
門
討
を
ド

ま
？
之
、
必
ず
」
止
の
い
苔
蔭
も
タ
な
い
た
め
で
あ
る
、

j

守二人
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コ向～、

市
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［

提

vrJて
よ
小
結
で
は
倹
討
を
進
一
の
司
令
」
〉
一
円
ケ

ζ
～
い
っ
以
下
で
壬
ヲ
考
え
ん
に
対
し
て
は
、
正
面
か
つ
い
反
刈
ず
る
一
説
は
少
な
い
の
で
、
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山
知
己
議
論
を
す
る
え
え
で

の
と
思
わ
れ
る

ハ川凶粂
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引
は
、
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同
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作
物
り
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作
者
人
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F

唯
は
、
若
作
者
全
員
心
ム
日
常
に
よ
い
り
白
け
れ
ば
、
行
使
「
る
こ
ζ

が
で
き
沿
い
エ
規

定
ず
る
口
件
宍
訂
名
は
、
九
一
i
し
の
人
治
権
を
行
保
す
る
戸
｝
与
が
と
き
る
が
、
そ
れ
が
他
の
共
同
昔
作
者
人
格
権
と
ほ
駐
す
る
山
つ
い
詑
性
が

↓
わ
る
た
め
、
九
十
日
（
の

3
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法
と
し
て
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る
も
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で
あ
る
。
こ
れ
は
、
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州
北
川
句
者
が
そ
れ
ぞ
れ
別
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に
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有
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的
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を
行
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ず
る ｛ま
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と
抵
触
「
る
こ
と
に
な
り
し
m
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ね
な
い
と
と
か
、
川
＼
川
ぺ
作
者
全
川
が
体

的トル
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作
者
人
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】
徒
歩
、
行
使
す
る
こ
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と
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定
に
あ
る
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－Pわ、
れ
て
い
る
。

’）か
L
な
が
っ
、
具
、
刊
若
作
品
刊
の
人
の
反
リ
刊
に
よ
っ
て
い
か
な
る
場
ム
い
4
詰
作
若
人
出
晴
海
山
の

f
使
か
仁
き
な
い
ノ
て
7
る
に
、
仙
の

若
作
持
は
昔
作
物
の
訓
汁
悶
川
が
引
き
な
く
な
れ

2

、
著
作
物
の
列
川
市
を
妨
げ
る
こ
乙
こ
な
る
。
そ
こ
で
、
斗
宍
は
若
作
持

u、
信
義
に
反

（
六
同
条
羽
）
ハ
こ
こ
に
い
う
r

一
義
、
謀
反
と
は
、
嫌
が
う
セ
や
b
h

u
苫
作
者
間
心
約
束
宇
・
倫
坪
思
念
に
一
氏

3
き
右
主
主
門
川
味
「
る
と
L
M
j
J
る
ヴ
れ
が
多
数
一
説
で
あ
る
c

例
え
ば
、
嫌
が
ら
せ
で
反
対
干
す
る

し
て

i
h
背
い
の
成
立
を
妨
げ
る
こ
こ
は
で
書
店
い
乙
汽
れ
て
い
る

と
か
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
却
村
山
の
取
わ
汐
が
少
一
ぱ
レ
か
ら
け
分
を
出
や
し
と
く
れ
ー
川
げ
れ
ば
H
J

足
者
人
格
権
の
問
題
で
ク
レ
ー
ム
を

つ
け
る
等
と
主
張
「
る
こ
と
な
と
が
、
ぶ
義
達
以
に
当
た
る
行
為
で
め
る
と
さ
れ
て
い
る
二
件
作
者
人
格
権
が
4

不
行
届
の
有
す
る
主
相
飢
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的
切
配
を
保
護
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
ー
と
に
鋭
み
れ
ば
、

部
の
著
作
者
に
4

列
し
て
合
な
か
一
託
制
す
る
結
果
は
で
き
る
だ
け
引
吐
け
る

べ
き
で
あ
け
、
主
作
者
人
協
怪
に
つ
い
て
ら
円
き
と
拒
視
で
き
る
切
ら
円
は
、
著
作
権
行
使
が
犯
絡
で
き
る
場
合
と
比
べ
、
よ
り
広
く
長
三

ひ
と
ま
ず
こ
れ
を
苧
γ
子
〆
て
、
合
意
成
J

に
反
斗
す
る
表
白
ら
が
王
山

1

性
守
口
肌
明
f
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史
は
な
い
の
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つ
れ
て
い
る
u

す
な
わ
ち

一
部
、
り
共
同
苓
作
者
が
芸
作
者
人
同
肝
機
心
行
使
に
関
す
る
合
意
成
げ
や
一
円
切
げ
て
い
る
場
合
て
あ
っ
て
も
、

著
作
者
人
的
口
権
行
使
の
拒
絶
が
問
題
ピ
な
る
場
刊
と
L
C
は
、
共
同
著
作
弁
聞
の
こ
だ
わ
り
街
角
人
「
ゐ
た
め
に
川
崎
却
と
、
ム
T

ハ
ム
引
著
作

権
の
お
分
に
山
及
川
政
J
V
バ
ー
と
に
た
め
に
、
詩
作
者
乙
共
ナ
ヂ
者
が
刑
判
の
者
で
世
mr凡
さ
れ
る
場
合
予
与
え
ら
れ
る
〉

い
か
仕
る
わ
品
が
信
認
定
反
／
ア
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
つ

f
F蓄
の
問
〈
泌
が
バ
オ
じ
る
場
合
v
f

「
J

て
、
共
珂
著
作
釘
羽
の
位
閣
制
れ
の
場
面
が

μpf
え
下
づ
る
か
、

f
し札は

反
「
司
令
行
為
に
当
た
る
か
百
か
に
つ
川
て
ド
純
に
勺
て
は
め
を
行
え
ば
よ
じ
よ
り
？
っ

U

日
以
者
に
つ
い
て
は
、
共
有
汗
分
の
変
J

引
が
あ
〉
た
た
め
に
若
仏
者
と
背
作
権
者
か
Bf
な
Y
G
者
C
品
店
以
さ
れ
る
J

と
に
な
る
三
め
そ
の

け
之
口
に
札
者
片
品
怖
と
者
協
再
人
絡
議
行
使
を
川
川
町
に
一
ヤ
つ
際
に
、
苫
叫
何
者
人
格
濯
に
ょ
っ
と
札
者
九
一
議
／
什
慢
が
阻
害
さ
れ
る
は

J

能川イパ
m
H
P
f
じ



r日

う
る
）
そ
の
場
合
に
、
信
義
に
反
、
い
て
昌
作
者
人
格
権
行
使
な
恒
絶
す
る
行
為
む
し
目
い
か
な
る
も
の
ご
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

J

以
下
で
は
、

ピ
込
一
一
刊
危
反
に
仕
る
い
も
刊
吋
及
び
詩
作
者
人
柊
従
が
制
限
さ
れ
る
た
め
ん
U

怠
の
右
前
川
が
問
説
こ
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
似

J、
円問

紘一
J
る
こ
と

γ
し
七
ー
い
っ

共
同
蒋
刊
物
に
つ
い
之
の
著
作
者
人
絡
濯
の
ノ
μ悼
ん
に
つ
い
て

iY'" 

-:;:r..: 

多，，＿

ノu

ムロ
υ
＋
認
に
つ
止
す
る

の
山
岡
味
か
ら
そ
れ
に
該
当
す
る
行
為
と

L
C、押さ～
J

」
さ
れ
る
の
は
、
川
、
品
ん
な
苔
人
出
明
治
行
使
折

粧
が
械
が
ハ
一
引
け
的
の
場
合
、
ん
…
る
い
は
、
結
珂
同
町
ム
「
に
反
す
る
場J

ム
、
小
引
’
d

什
手
作
苔
聞
の
約
点
事
に
反
ず
る
場
合
が
斗
旬
、
入
ら
れ
匂
で

μ
め
日
勺
ご
っ

ν

に
に
仇
か
か
わ
ら
ず
、
著
作
者
人
格
梧

該
当
す
る
も
の
と
じ

J

は、

著
作
い
い
惟
議
設
又
は
し
主
作
梧
行
性

行
使
に
悶
し
て
光
の
ん
μ
烹
JY
覆
す
山
川
今
日
信
義
違
反
に
ロ
る
も
の
T

／
～
解
さ
れ
る
つ
例
え
ば
、
複
製
・
譲
渡
の
一
主
刊
誌
を
行
つ
に
場
ム
円
九
公

支
桜
行
使
や
認
め
な
い
と

先
の
自
治
’
V

川
’
意
味
に
す
る
衿
宗
と
な
け
、
著
作
者
人
格
権

Y
Aる
著
作
権
、
W

1

ン
ト
バ
ー
ル
セ
許
す
の

ハ勺一

ぞ
れ
な
許
討
す
る
こ
と
は
安
当
ご
は
ん
品
い
、
言
ノ
に
用
品
わ
れ
る

に
斗
！
日

J

い
J
h
j
h
L
A
j
h
r
M

一
1

ソ
ご
つ
号
令

ま
z人
、
小
）
に
該
当
す
る
も
の
；
げ
で
は

採
が
ら
砕

μ的
で
、
自
分
の
印
税
の
九
州
帆
L

り
分
が
ぺ
て
ば
い
恥
：
h
J
け
い
ヘ
ハ
ケ
を
凶
」
や
、
〆
し
く
れ
な
け
れ
ば
著
作
者
人
格
札
慌
の
問
題
で
ク
レ
？
ム
を

つ
け
る
h
H
T
Y

主
張
」
2

Q

出
ヲ
uv
…
却
が
ら
せ
は
的
で
権
利
ノ
仁
使
を
桁
い
れ
〕
場
ム
い
は
、
少
数
名
の

J

浴
己
的
な
判
断
ピ

よ
る
N

古
作
者
人
格
】
権
行
伸
一
が
γ
市
民
克
己
な
る
事
態
を
拘
く
こ
ζ

に
繋
が
る
た
め
、

る
べ
台
で
は
な
い
。

；迫

一
け
／
仁
為
に
つ
い
て
は
、
信
表
違
反
T

〕
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
七
較
的
多
く
の
均
台
に
お
い

て、
rpL

ハ
司
若
作
物
の
比
訂
作
者
人
情
潅
行
伎
を
完
治
す
る
清
け
志
川
】
表
不
は
時
重
大
れ
、
「
Y
G
Jもの
2
考
え
ら
れ
｝
白
。
以
一
で
は
、
こ
、
二
L

述
べ
た
原
訂
以
外
で
詰
ι
何
者
人
ww濯
の
制
限
規
山
寺
の
冶
旧
宮
受
け
る
結
果
、
十
八
一
川
お
ん
」
物
の
ム
育
也
九
者
人
格
徐
行
短
の
反
対
者
の
存
在
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4
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斗
J

権
利
行
使
が
川
2
F
Y
な
る
場
企
に
つ
い
て
、

ブ
ロ
グ
ラ
山
の
名
作
物
二
そ
れ
以
外
の
著
作
』
却
に
分
け
て
検
討
す
行
λ
ー

こ
と
に
す
る
。

つ」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
右
作
物

－
）
概

E長

4

ノ
U

グ
フ
ム
が
共
同
叫
百
壮
一
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
、

氏
名
表
不
の
省
陥
が
認
め
ら
れ
、
土
門
J

5
有
川
に
か

h

止
の
改
変
行
為
宇
行
う
こ
と
か
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
c

こ
の
ほ
か
、
長
公

L
f者
作
物
の
苦
ρ

権
譲
渡
ん
と
行
コ
た
場
合
、
H
者
仕
者
は

公
長
ず
る
、
七
一
に
同
意
し
た
ご
と
が
世
比
定
さ
れ
る

て
八
条
二
一
川
ハ

ピニ一

J

T

」

子

υ
へJ
f

、l
人
ず

J
ん

一
八
条
二
項
一
号
に
議
中
l
j
る
場
ん
ー
は
、
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h

若
九
者
人
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権
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4
4
h
の
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再
選
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の
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に
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わ
ら
ず
、
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利
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す
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こ
と
が
て
き
る

F

以
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で
は
、
弐
ち
衣
不
の
省

川
町
が
詰
め
、
口
れ
る
場
ん
μ
及
び
未
公
表
吾
作
1

旬
（
山
吉
作
権
一
議
波
な
れ
〉
ム
場
介
に
つ
い
て
札
飢
ず
る
わ

－
 

O
 

R
 

η
ム1
 

1
 

川
を
ず
る
に
は
、
公
じ
択
を
作
う
の
が
浅
常
と
あ
る
が
、
詩
作
誌
の
議
乏
人
が
著
作
能
を
は
叫
降
、
ご

ωが
っ
こ
れ
を
利
用
で
き
な
い
の
で
は
、
一
日

宝
ー
利
を
取
付
し
ナ
人
」
と
が
主
意
叫
に
な
る
o

詩
作
訟
の
一
説
受
”
へ
も
」
れ
を
利
戸
川
し
て
流
↑
一
向
的
対
怖
を
付
る
で
あ
づ
七
、

2
ア
ニ
を
1
J
慨
し
ナ
人
目

で
占
め
ろ
ミ
と
与
え
ら
れ
る
こ
ζ

か
ら
、
出
作
者
は
お
作
ヰ
り
行
使
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
同
意

L
K
4
V／
〕
併
推
定
さ
れ
る
U
日
士
規
定
し
叫

ん～（
U
C
4
め

る

。

人

X
 

F
 

他
方
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
レ
亡
士
公
表
著
咋
物
心
許
つ
め
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
向
さ
の
判
定
は
働
か
な
い
と
考
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ぐ

2
）
半
公
表
し
必
作
物

っ
f
場
合

7

U
グ
ラ
ム
い
っ
き
市
公
ぷ
苫
作
功
の
り
背
作
怯
の
譲
渡
を
行
っ
た
場
企
二
部
一
ぷ
波
み
王
子
リ
）
、
当
該
若
刊

whdそ
の
著
作
持
の
行

使
に
よ
れ

2

公
而
伐
に
記
刊
h
L、
抗
一
小
「
る
こ
と
に
つ
き
、
当
作
者
の
同
立
が
捻
な
さ
れ
る

" ノ、
どえj

Jベ

MP 

り
）
…
：
4
公
表
著
作
物
の
利



r日

ブ
ロ
グ
一
P

J

A

の
甲
に
は
、
内
出
利
川
町
吉
行
え
ノ
口
一
げ
の
’
弘
、
の
、
あ
る
い
は

に
妃
供
「
る
も
の
な
y
、
ぷ
世

作
成
古
参
託
し

公
ぃ
点
を
1
J

に
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
ヴ
円
グ
ア
ム
の
若
作
物
に
悶
L
て
は
、
一
司
訟
を
じ
》
ー
に
と
1

二【」点、

：
J
－
J

布
、
」
ヘ
ノ
、
て

ノ

r
p
i
z
r
j
＋
l
f
L－
【

J、
円問

弘
口
三
を
与
え
た
と
の
戸
山
町
7
h
不
が
契
約
l
明
暗
で
な
い
限
り
、
公
表
の
推
定
は
般
か
な
い
も
の
ノ
云
え
J

れ
る
〉

' 

グ
？
ム
乃
若
作
物
に
つ
き
具
有
梓
作
品
格
／
わ
伎
に
潟
し
て
持
作
者
向
で
ふ
f

日
が
成
zυ
し
ず
も
、
公
表
権
行
使
に
っ
こ
に
ん
口
尽
を
L
戸
ど
」

／
）
が
た
だ
ち
に
出
作
者
向
の
合
意
を
後
十
、
工
一
に
な
る
い
」
は
限
ら
な
い
よ
う
に
寸
い
わ
れ
る
口
し
に
が
こ
γ
＼

f
の
場
合
に
公
衣
権
行
使

を
氾
絶
す
る
、
一
と
は
信
義
違
反
と
は
な
ら
な
い
よ
う
に
庶
わ
れ
る
υ

3
）

J

氏
名
表
不
の
省
ゆ
が
一
詠
め
ら
、
れ
る
場
合

プ
リ
グ
フ
ム
心
よ
う
な
機
能
川
町
！
芸
作
物
の
場
合
は
、
工
業
製
品
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
場
今
は

M
J
4
立
公
表
さ
れ
Q
と
と
も
7

ジ。

千
九
条
二
刑
判
は
、
仇
名
作
者
ち
の
表
ボ
は
、
者
作
物
の
利
川
市
C
け
れ
ィ
及
び
能
〕
訴
に
照
ら
し
日
者
作
者
が

創
刊
者
て
あ
る
ご
と
を
主
張
す
る
利
八
川
を
卜
古
す
る
お
そ
れ
が
な
い
T

／
～
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
十
二
ぷ
慣
行
に
反
し
な
い
限
り
、
省
略
す

にる
上f ご
〆えと

f ウ：
争で
いき

プ
仏甘

う2
に規
巴1、宏
之; し

れて
る9い
c る

' , 
口

グ
0 

ム

九
鑑
み
れ
ば
、
氏
主
主
仏
一
ボ
（
り
省
降
雨
山
訟
め
、
り
れ
る
も
の
は
、
他
の
芳
判
吻

プ
ノ
υ
グ
フ
ム
の
文
作
物
の
氏
名
十
五
ハ
？
に
つ
き

九
条
二
項
に
よ
る
泊
［
布
市
’
認
め
ら
れ
る
川
知
合
は
、
氏
名
ふ
J

（
小
校
行
使
J
V」rm絶
ト
ゆ
る

む
旬
が
い
る
場
台
で
あ
っ
て
も
、
共
同
著
作
者
の
い
ず
れ
の
氏
一
行
十
点
不
も
省

m
f？
？
一
が
訟
の
、
り
れ
る
こ
の
場
合
に
氏
名

ι不
省
略

を
行
一
絶
す
る
者
子
い
て
も
、
み
の
話
の
信
義
選
以
に
か
か
わ
ら
ず
、
氏
名
表
部
、
引
者
同
町
ヲ
る
こ
と
が
一
町
詮
ず
あ
る
ヒ
考
え
る
」

（
こ
同

性
保
持
権
が
制
限
さ
れ
る
場
台

プノ

υ
ク
ワ
山
は
桜
花
的
・
実
則
的
性
格
の
苦
作
物
で
あ
る
の
と

パ
ゲ
の
修
け
や
パ
i
ジ
司
〆
ア
ソ
ブ
に
よ
る
終
結
向
ト
D

J

J

吟
の

改
変
を
一
打
、
つ
必
桜
花
中
心
h
向

L
若
汚
物
で
為
る
と
レ
去
る
た
ろ
一
〕
ι

, 
n 
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ハ
〉
条
二
項
一
一
日
は

の
屯

F
A皆
川
機
に
お
い
て

い
ブ
口
グ
フ
p
d

の
若
刊
吻
ま
引
寸
山
吉
田
JPj計
算
機
に
お
い
て
利

に川
L
待
る
で
そ
ノ
に

f
る
た
め
、
又
は
ワ
口
ゲ
J

プ
ム
の
若
作
物
を
よ
h
効
果
的
に
利
用
し
侍
る
よ
う
に
」
；
る
た
め
に
必
ず
で
ぽ
改
変
す
る
七

為
に
つ
い
て
、
同
一
件
似
汀
怪
は
投
ば
な
い
口
を
規
丸
一
3
0
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
出
刊
誌
的
若
作
物
で
あ
る
こ
乙
か
っ
、
そ
の
改
変
に
よ
り

む
リ
釜
山
・
芦
望
を
半
口
「
る
こ
と
は
は
午
ん
と
宅
え
ら
れ
な
い
に
ゲ
、
同
一
担
保
付
権
は
制
限
さ
れ
る
こ
こ
与
し
さ
れ
て
け
る
の

C
4め
る
。
ゆ
人

た
し

ゲ
ム
立
以
刊
作
物
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
唱
す
つ
に

日
郊
予
約
〆
｝
は
川
崎
パ
中
～
が
肯
打
点
、

曜
い
れ
灯
的
安
京
心
強
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
同

保
作
権
の
働
く
余
地
は
d

め
る
だ
ろ
h

つ
。
こ
の
場
合
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
で
は
な
く
、
阪
像
以
3
2
4
ρ
物
の
同
一
浅
川
凡
作
権
の
判
恕
と

さ
ー
れ
る
べ

共
同
ー
者
作
物
が
ブ
汁
グ
7
ム
で
日
め
る
湯
今
に
づ
い
て
、

,-, 、ノ
f今に
ペ、

」
唄
一
件
f
h
該
当
す
る
改
変
は
手
作
者
間

C
M
E
の
成
否
に
つ
き
mn

Jl:l,fl 4之作ιν）j¥↑τ呂入手5培h慢にじ＇＂ γどj寺祭

出
口
と
す
る
一
」
J
な
く
、
谷
若
作
者
に
お
い
て
権
利
行
使
合
す
る
こ
2
が
可
能
で
み
る
と
考
え
る

3 

プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
世
作
物

（
守
〕
概

う出

プ
ノ
υ
グ
フ
ム
幻
川
刊
の
共
同
L

名
作
物
の
場
台
、
ブ
口
グ
フ
ノ
の
苫
竹
物
の
場
合
と
比
べ
、
著
作
者
人
的
刊
博
行
使
に
反
対

F
，Q
者
か
い
て

j
t
、
お
持
病
違
反
、
こ
は
な
つ
な
い
こ
こ
古
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

J
L
か
し
、
著
作
名
人
培
片
況
の
制
限
川
市
え
が
迫
凶
刑
さ
れ
る
ぬ
E
4少
な

棒
利
行
伸
一
を
一
犯
机
す
る
μ
包
の
信
義
遣
い
は
に
か
か
わ
り
ず
、

い
な
が

LJμι
什
ず
る
。
そ
の
ぬ
A
円品川、

利
尽
か
γ
行
っ
と
ヒ
が
川
品
主
で
あ
る
と

μ
p
f
え
る
。

2
）
公
表

η
推
zw～

公
玉
砕
は
公
表
に
宮
内
「
る
決
定
濯
で
為
る
の
て

ーハ
m
N
若
山
者
の
長
詰
千
〈
、
、
格
引
行
使
rq
二
パ
フ
ザ
匂
こ
と
は
下
ぎ
な
レ
r

ァ
U
グ
フ
ム
以 性

（！メ人民半、日：／三G引 IJZ7'20i2. I. 



r日

外
の
若
刊
功
の
同
州
〈
F
u
j
w
d
d

、
f
μ
ゲ
｝
フ
ム
の
著
作
功
と
同
桜
に
、

未
公
表
著
作
物
の
者
作
権
の
せ
肌
践
を
行
っ
た
場
人
ぱ
に
は
、
当
ー
説
者
刊
初

を
そ
の
著
作
権
の
行
使
に
よ
れ
公
衆
に
提
供
し
、
民
不
L
J
る
こ
y
し
に
つ
き
、
引
古
作
釘
幻
ぺ
刈
意
が
Lt
疋
さ
れ
る

ド
パ
久
本

時
（
口
勺
一

J、
円問

主
お
、
：
ド
公
表
詩
作
物
の
若
作
F

件
に
つ
き
叶
諸
を
行
う
た
ぬ
ム
ロ
は
、
作
に
制
限
規
定
は
白
い
三
川
町
、
公
表
位
行
偲
に
つ
い
亡
同
立
の
捨

定
は
働
か
な
っ
？
か
L
、
契
約
刈
一
夜
ピ
よ
っ
て
は
、
明
文
が
hf
く
と
も
公
表
に
つ
い
て
黙
不
句
読
請
が
認
ゲ
ら
孔
る
べ
き
山
安
打
も
存

仕
す
る
。
Mr
、
川
い
し
仇
う
な
場
合
に
は
、
結
果
乙
し
て
未
公
表
昔
作
物
の
詩
作
誌
の
一
議
波
け
い
為
っ
止
場
ム
刊
に
咋
じ
て
、
公
表
が
推
定
手
れ
る

も
の
と
考
え
る
じ
一
一
（
り
占
J

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
む
苫
作
物
ル
っ
き
庁
誌
を
し
た
場
ん
円
に
、
つ
ロ
グ
ラ
ム
の
叫
質
一
必
ず
し
も
三
衣
が
推
ど

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
レ
と
L
う
点
と
は
宍
な
る
ー

以
｝
の
－
は
か
、
美
術
の
与
下
作
物
又
は
写
良
心
君
作
物
に
つ
き
ま
公
表
の
原
作
品
主
一
議
伐
L

h」

I c 
唱コ、

？
の
お
作
物
セ
原
作
n
山
r

よ
る
M

収
不
の
方
法
ご
公
衆
に
提
供
す
る
こ
と
の
同
な
が
推
定
予
れ
る

（
八
条

目的（二

H
V）

一－｝、

千

v

ずれ［

出
版
す
の
犯
の
方
法
に
よ
る

c
cキ
4hf、中
q
t
k
p
じ
V

A

V

R

b

、

マ
ム
コ
寸

I

》

4
d
｝

l
uー
も
ず
4
ノ
～
」
ふ
4
7
1
1ぜ

プ
リ
グ
フ
ム
以
外
心
共
同
ぎ
れ
物
に
つ
い
て
は

以
二
取
り
上
げ
た
規
定
に
該
当
ず
る
山
台
及
ひ
い
先
約
内
存
に
ト

の附
md
不

の
一
訓
示
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
H

者
作
者
人
約
権
行
使
を
拒
絶
す
る
汗
ー
が
い
z
y
h
y
J
ν

て
も
、
そ
の
者
の
恒
義
定
反
に
し
m
J
V
1打
、
ワ
ず
、
著
作

初の戸川
A
rぷ
J
b
午
、
す
る
、
」
と
が
で
き
る
と
与
、
λ
る、

三
氏
名
表
不
の
省
略
が
認
め
ら
れ
る
場
合

7
μ
庁
ノ
ブ
山
川
氏
汁
の
日
ハ
河
詰
作
物
に
間
一
J

ろ
氏
名
丞
－
小
に
つ
い
て
は
、
著
作
者
司
C
氏
名
の
将
一
一
町
心
入
れ
り
ん
け
え

日
け
」

の
氏
’
己
衣
不
JUγ

－
削
除
・
変
更
・
同
一
測
す
J

る
、
｝
／
一
等
が
問
題
と
な
り
う
る
n

札
訂
作
者
名
の
諸
説
肢
は
、
リ
下
会
に
士
ノ
て
は
霊
安
注
意
味
を

の
詩
作
者

つ
よ
う
で
あ
る
が
、
共
同
若
作
物
で
あ
る
以
上
は
そ

ο順
刀
止
吋
で
な
い
、
と
し
ご
も
そ
れ
ば
氏
名
表
不
権
の
問
認
で
は
仕
く
示
法

「川

行
為
正
同
町
田
に
な
る
に

rAじ
ヨ
レ
c

日記 I、江主I (ij '" 06） キ128[2υ12. 1、



共
同
H

者
作
羽
の
氏
名
表
一
小
権
汗
使
い
下
げ
し
て
問
題
に
た
る
の
は
、
者
竹
者
名
吹
削
除
オ
一
る
こ
と
、
著
作
11名
古
記
載

F
る
ミ
乙
い
つ

い
て
の
令
立
の

ιリリ亡、一ね
h
〕
こ
こ
で
為
ろ
う
各
詰
作
有
は
氏
名
表
不
採
に

F

ふ
っ
て
氏
名
五
不
・
非
表
不
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
に
訂

と
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
氏
む
点
不
精
pf使
キ
犯
勾
引
い
二
～
ζ

し
に
J
h

、
そ
れ
が
、
信
義
違
反
に
出
る
と
は
考
え
に
く
L
で
あ
ろ
う

n

し

と
が
つ
ど
、
多
く
の
場
合

T
V

て
？
弘
信
義
呉
氏
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

U

。7

い
ケ
フ
ム
ス
外
一
り
者
作
物
｛
～
つ
い
て
も
、

一

ι長一一
24に
該
叶
ず
る
場
合
、
氏
名
氏
不
の
省
内
附
が
認
め
ら
れ
る
n

岐
茶
店
主
守
で
訓
刊

川
附
さ
れ
る

H
G
M
t
Jが
典
引
例
で
あ
7

匂
と
さ
、
れ
三
い
る
が
、
裁
川
円
例
に
お
い
こ
は

ワ
真
や
救
利
吉
準
拠
投
川
刊
に
つ
き
九
条
二
引
に

つ点中
J
J

す
る
湯
ム
円
干
し
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
J

沿
の

以
下
に
の
点
よ
旬
、
フ
ロ
グ
フ
ム
以
外
の
執
り
f
州
刊
に
つ
レ
て

条
一
ん
岐
に
訟
中
ー
す
る
湯
〈
」
は
世
に
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔

Jl:l,fl 4之作ιν）j¥↑τ呂入手5培h慢にじ＇＂ γどj寺祭

も
っ

2
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
背
作
物
以
外
心
言
作
物
に
つ
い
こ
ち
、

一
九
条
一
川
引
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
弐
J

／i
去
不
格
’
打
伎

を
r
t絶
す
る
ム
で
の
信
義
茂
反
に
か
か
わ
3

っ
す
氏
名
i
p
A

ぷ
J

Y

省
略
す
る
こ
J
が
と
き
る
。

一
九
条
一
項
に
該
当
L
h
h
い
坊
台
、
共
同
吾
作

付

ι告
が
氏
2

プ
表
不
（
U
小
什
絡
が
」
拒
絶
ず
る
行
為
は
信
義
注
訂
以
と
は
な
之
ら
い
と
考
え
る

L

A
q

）
同

性
保
持
協
げ
子
制
限
さ
れ
る
場
台

プノ

υ
グ
フ
ム
幻
川
刊
の
者
作
物
山
つ
い
て
は
、
ブ
口
グ
フ
ノ
の
苫
竹
物
の
場
合
に
比
べ
、
同
一
性
保
持
博
行
使
担
組
が

F
，弐
t

時一反
t
な

ら
ヨ
い
こ
乙
が
多
い
よ
う
に
出
？
わ
れ
る

叶
一
刊
保
持
擦
は
、
台
作
者
日
小

μ己
幻
著
作
物
と
そ
の
謹
号
に
つ
き
、
そ
の
主
に
反

1
る
改
安
等
を
乏
け
な
い
い
：
／
｝
を
刊
行
こ

γ
る

怪
吋
刊
と
あ
り
、
出
作
者

Q
ロ
に
反
し
て
改
変
す
る
こ
こ
は
者
作
者
の
人
情
を
傷
つ
け
る
乙
い
う
誌
識
の
一
ヘ
に
J
法
汽
れ
た
も
の

L
1乙
ー
か
つ
て
、
拝
観
的
に
著
作
者
け
名

2
・古山
J

わ
や
脅
す
る
こ
」
が
な
く
て
も
、
忍
に
反
ず
る
改
交
を
す
る
ζ

川
町
別
と

L
て

外

性

保

訂
後
引
は
青
が
成
？
リ
ゲ
ノ
る
〈
そ
U
J
う
以
内
J

か
ら
、

同
一

11
保
作
権
は
、

立
育
也
九
者
ハ
γ川
口
じ
の
札
者
九
一
物
に
汁
す
る
？
に
わ
れ
の
出
町
UJFAR日夜 ノL
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r日

ず
る
J
E

の
で
あ
る
こ
い
わ
れ
て
い
る

7
3
U

グ
ラ
ム
以
外
心
著
作
物
に
お
い
て
は
、
著
作
者
の
著
作
物
に
対
ず
る
一
一

れ
る
ペ
シ
t
で
為
る
の
で
、
河
一
刊
似
汀
権
が
制
限
さ
れ
ム
ゴ
一
と
は
、
少
な
い

F

吉
に
思
わ
れ
る
ハ
も
っ
こ
点
、
以

r
の
は
均
台
に
つ
い
て

J、
円問

は
同
一
什
保
冷
悼
慣
が
制
限
さ
れ
る

J

同

性
保
持
り
拾
が
制
限
さ
れ
る
場
台
に
は
、
共
同
右
作
物
の
向
性
心
同
持
権
行
使
に
つ
き
L

桁
絶
す
J

る
者
が
い
て
も
、
信
義
道
反
に
か
か
わ
ら
ず

サ
名
作
物
中
一
刻
一
則
す
る
い
一
、
と
が

て
あ
ろ
う
。

が
山
え
ば
、
著
作
物
の
内
り
が
、
文
リ
字
作
い
叫
店
、
松
田
の
よ
ト
つ
な
精
朴
氏
著
作
物
で
あ
る
場
合
、
中
1
1政
改
交
が
や
む
を
得
な
い
改
変
土
一

一引、

（

J

条
町
－
珂
i
U）

川
崎
山
内
持
議
は
山
山
川
悦
さ
ー
れ
る
が
、
何
を
も
っ
て
や
む
を
得
な
い
改
変
と
「
る
の
か
、
斗
一
や
じ
意
味
わ
汁

容
は
末
だ
苧

4

ら
か
で
ぽ
な
L
し
れ
米
刀
学
己
記
は
、

条

如、刈汀
J
J

の
必
用
に
つ
い
て
は
、
厳
抗
日
に
併
す
？
ざ
と
す
る
説
が
多
く
は
受

同
号
を
、
は
格
に
間
一
「
る
況
に
よ
れ
ば
、

川
門
性
保
持
体
怖
が
制
閉
山
さ
れ
る
耐
久
山
門
は
、

改
変
mM
、
必
要
な
お
V

倒
的
に
め
る
こ
し
〈
で

は
足
り
ず
、
総
に
改
交
れ
い
り
方
法
が
ほ
ノ
＼
ま
た
、
改
交
古
川
ふ
小
に
「
る
、
」
と
が
ふ
め
ら
れ
る
そ
の
た
め
、
引
制
約
四
が
限
定
予
れ
す

日
コ
る
と
い
λ

問
題
占
が
あ
る
一
ご
り
点
内
つ
い
こ
次
心
よ
～
門
戸
孝
之
、

同
！
寸
心
、
山
地
用
に
つ
き
解
釈
わ
緩
や
か
に
つ
う
べ
き
で
は
沿
い
だ

ろ
う
か
。

。
一
九
人
↓
項
口
勺
か
、
つ
三
u
h
－
？
っ
日
（
体
的
例
外
！
一

H
P
掲
げ
、
川
号
は

f

れ
と
は
川
起
…
そ
の
む
古
川
が
損
ず
る
場
合
の
胤
ど
で
あ
る
こ
解
さ
れ
る

v

況
に
、
近
時
に
恥
」
て
は
阿
川
寸
Jγ
一
、
旭
日
一
す
る
放
判
川
河
旬
、
徐
々
に
掛
】

凶
号
は

「
市
一
ざ
い
般
条
頃
」

べ
き
J
U
の
ゼ
い
あ
り
、

L
〉

〉

3

J

一〆一

し
ん
ロ
ソ
っ
て
、
「
の
む
を
行
な
い
改
設
に
つ
き
、

b
？
内
ピ
厳
格

H

に
解
釈
7
r
，G
必
裂
は
な
い

共
J

円
打
者
作
物
幻
川
性
保
持
続
行
使
仁
つ
い
て
も
、

や
ひ
を
得
な
い
と
い
う
行
皮
C
改
変
で
あ
れ
ば
、
人

ugの
治
ぃ
加
燃
は
問
説
こ
は
な

ら
ず
に
利
用
を
す
る
ご
と
β

り
花
↑
／
よ
め
る
ハ
逆
に
「
の
よ
ト
つ
な
r砕い、
h

市
川
以
外
で
の
げ
山
口
一
去
に
つ
い
亡
は
、
門
川

性
保
持
権
行
使
を
口
む
こ
と

ば
伝
説
浪
反
に
は
な
ら
な
い
〆
｝
考
え
る

U

こ
の
よ
う
な
結
仲
的
若
作
物
は
、
ド
宍
司
で
創
作

L
ん
γ
も
の
で
あ
っ
て
も
、

ν」
J
Y若
れ
物

η
情

成
や
パ

l
y
日
寸
に
各
詩
吟
一
者

u
清
」
伸
市
今
三
観
的
制
問
問
は
保
話
さ
れ
る
べ
き
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
た
る

F

日記 I、江主＇ 61 '" 08） キ1:Joi:2υ12. 1、



4 

ノJ、

I 

こ
こ
ま
で
の
議
市
を
受
迂

L
て
芳
、
丹
幻
み

け
的
に
ん
U
告
に
反
対
「
る
場
ム
γ
h
r引
い
は
、
告
作
山
件
譲
波
・

若
作
権
行
使
に
附
し
て
ん
U
ゾ
山
が
成
止
し
て
い
る
場
合
に
そ
れ
を
覆
」
ヲ
形
ミ
若
作
有
人
札
権
行
使
を

yt押
す
る
行
為
は
計
五
司
、
埠
反
と
な
る
、

必
著
作
者
人
治
権
行
使
に
つ
J
ζ

著
作
者
人
格
権
日
制
限
周
｛
止
に
球
市
計

J

る
行
為
は
、
合
意
の
成
吉
は
問
題
ζ

な
る
こ
と
仕
く
、
権
利

行
使
を
一
q
，
司
令
、
ア
こ
戸
有
能
で
あ
る
ζ

い
い
つ
、
｝
／
一
に
は
γ
C

。
必
に
持
L
て
は
、
著
作
物
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
あ
γ

？
＼
て
れ
以
外
で
あ
る
か

と
い
う
若
佐
物
心
性
貿
内
容
が
影
響
す
る
こ
と

hv
指
摘
I
た
し
町
J

引い

γLし
こ
、
な
に
該
当
し
な
い
場
台
に
主
住
者
人
約
権
行
問
の
ん
円

意
rL
担
Z
J
T
J
る
い
、
と
ぽ
、
白
川
文
通
広
う
人
は
な
ら
な
レ
も
の
と
考
え
る
c

に
該
当
す
る
一
行
為
て
あ
る
場
合
、
九
日
円
山
正
有
川
に
カ

ま
に
、

か
わ
ら
ず
、
枠
判
J

行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る

υ

Jl:l,fl 4之作ιν）j¥↑τ呂入手5培h慢にじ＇＂ γどj寺祭

必
作
者
人
間
枠
行
使
、
、
同
時
に
自
作
権
行
伎
を
行
う
場
合

共
同
音
作
吻
心
計
作
巨
人
情
権
行
伎
は
、
著
作
権
付
惜
し
」
同
時

γ引
わ
れ
る
一
L

と
が
多
い
｝
そ
の
場
台
、

名
作
芸
人
出
権
行
使
ど
件

組ト
2
0汗
為
は
い
か
な
る
場
合
い
れ
い
義
違
反
と
な
る
の
か
＝

、
一
の
問
題
に
コ
い
て
問
、

ふ
り
ト
U

け
、
著
作
去
と
日
八
よ
れ
ケ
ム
ロ
が
別
の
～
互
い
帰

日
F
る
は
州
〈
H
に
検

dLγ
長氏、
F
，Q
、
で
つ
に
田
U

わ
れ
る
戸

以
下
て
は
、
け
ハ
有
持
け
の
該
ιど
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ひ
汗
分
の
相
続
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
検
討
を
ノ
打
つ
つ

品
分
譲
渡
の
場
ハ
じ

著
作
権
心
持
分
議
政
が
さ
れ
た
ぬ
台
、
複
製
権
行
使
こ
氏
名
表
不
権
行
使
の
寸
7
に
J

住
列
hA容
に

J

が
は
れ
あ
う
口
、
が
な
J

山
安
打
は
、

校
制
坑
権
行
慢
に
コ
い
て
い
ハ
ム
旬
以
台
が
賛
成
し
、
ぺ
名
長
一
小
2

裕
行
債
を
拒
絶
ゲ
る
よ
寸
が
で
る
事
態
か
月
じ
る
の
は
や
む
一
ゲ
一
得
な
レ
こ
と
で
為

（！メ人民半、日：／三981 1131 '20;2_ 1. 



r日

ろ
う
）
氏
名
表
一
小
権
が
氏
名
十
九
不
，
t
叶
去
か
に
つ
い
℃
決
定
す
る
ミ
こ
、
引
ず
で
き
る
権
利
で
あ
る
一
」
と
に
鑑
み
れ
ば
、
氏
名
十
九
ぷ
権
行
使

を
行
一
絶
す
る
、
」
と
は
右
作
者
と

L
こ
の
H
巾
な
峰
山
口
刊
？
？
一
政
と
↓

i

J

る
か

y
J

、
信
託
4
F
L

反
と
は
な
ら
お
い

へ
き
で
あ
る
と
考

5
0

J、
円問

一
方
、
担
製
寸l
・
議
波
地
仙
の
仁
使
こ
ん
ム
哀
悼
併
ノ
仁
川
伐
の
よ
λ

げ
な
刊
利
内
谷
カ
甫
な
り
ん
じ
っ
場
合
、

一
議
捻
権
の

J

行
使
に
ム
？
立
L
な

が
ら
、
公
表
権
／
七
山
比
七
仁
川
↑
絶
す
る
こ
J
は
信
義
道
反
；
な
る
で
あ
ろ
う
n

後
日
・

つ
ρ
て
ら
弘
子
／
ー
た
に
も
か
か
わ
ら
す
、
ハ
ー

R4JJU伎
を
中
絶
ヶ
ニ
ヲ
一
乙
は
光
り
ム
円
ム
日
百
を
門
紙
「
こ
こ
に
日
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
一
品
川
し
た
よ
う
に
イ
ロ
グ
ラ
コ
リ
公
表
権

行
山
相
内
但
紋
に
パ
い
、
は
、
ご
れ
と
は
科
な
る
帰
結
が
導
か
れ
る
べ
ザ
能
性
か
ゅ
の
る
た
ん
一
う
〈
創
業
権
行
使
、
こ
日

角
川
内
持
椛
／
什
山
市
内
に
お
い

グ
ー
、
ー
も
、
寸
勺

性
保
持
権
行
使
を

R
花
ず
る
者
日
目
ト
司
る
が
JKに
け
時
抗
行
涜
相
秘
ヰ
刊
の
信
義
違
反
げ
か
官
町
田
に
な
り
う
る
c

以
下
で
は
、

憶
の
汀
ハ
白
者
ー
に
ぷ
作
者
ynM
別
心
者
一
ー
、
楕
成
さ
れ
て
い
る
均
合
、
同
一
性
保
持
権
行
仙
院
を
比
乾
オ
ノ
る
者
の
信
義
述
民
に
つ
い
て
怖
い
か
ー
を
わ

弓、｝
L
」
に
す
る
c

L

台
作
品
十
ど
に
町
一
る
え

BJJ
毛
利
権
主
μ

宍
有
す
る
結
合
に

A
が
亡
に
持
分
自

4
3

一
帆
一
波
立
行
っ
た
お

bEL例
H

候
討
を
行
い
た
い

v

こ
の
湯

台
、
引
ハ
今
宮
H
－

C
に
お
い
て
第
一
昔

χι
翻
実
JVι

許
訟
す
る
U
E
C
A
円山円、をい凶
kv
さ
什
て
も
、
昔
作
者
A

日
に
お
い
て
一
同

止一：木山
γ

一

f
f
f
 

を一一一
j
世

j
d
↑
 

い
こ
と
が
牛
じ
て
ノ
る
c

こ
の
川
場
合
、
献
t
y本
格
行
使
、
乙
同

性
保
H
h
権
行
使
に
つ
い
て
校
利
行
使
す
る
構
成

uhmM
思
一
か
拍
ゐ
た
め

つ
の
行
為
に
つ
い
て
利
汁
ず
る
吉
岡
b

ぷ
示
主

、L
の
問
題
の
解
決
方
法

vrJて
は
、
判
制
案
権
設
校
後
の
同

性
保
持
権
ノ
イ
使
に
閑
ず
る
議
論
を
参
照
に
結
論
を
』
J

く
方
法
が
考
え
ら

れ
る

J

以
「
立
は
、
抑
制
ψ

未
払
i

読
ι
没
後
の
司
一
性
保
持
権
行
使
に
悶
F
J
4
0
議
論
を
巳
い
に
加
決
方
法
に
つ
い
に
説
明
を
行
う
こ
と
に
「
る
つ

（

1
）
制
剛
山
点
峠
市
議
、
段
後
の
同
一
利
保
得
権
行
使
に
間
十
L
J

る
一
前
論
を
明
い
た
解
同
ん
法

刻
家
権
三
点
乏
人
が
翻
案
権
に
長
っ
き
著
作
物
日
改
定
z
ぜ
行
ハ
た
場
台
、
著
作
名
子
ら
け
一
性
保
付
権
を
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
具
え

ら
れ
る
u

こ
の
よ
う
足
場
合
に
者
住
者
仁
川
玲
保
持
J
W

悦
を
行
使
す
る
、
一
と
を
認
め
で
は
翻
案
議
ム
誠
一
ほ
の
窓
止
怖
を
失
わ
止
る
こ
と
に
な

著壮一
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る
の
で
、
同
性
保
持
権
寸
を
制
限
J
1
る
l

ハJ
誌
が
従
来
か
、
つ
一
誠
九
相
さ
れ
て
い
る

v

具
付
的
に
は
、
制
ク
ホ
院
議
波
の
際
に
政
一
一
に
付
内
通
常

結
山
内
の
改
安
心
限
乏
で
河
一
刊
仏
汀
佐
ー
を
じ
快
し
な
い
山
山
一
ボ
の
対
意
J
M
1
5
え
て
い
る

前
胤
楽
に
必
中
九
九
也
限
を
と
の

改
変
は
、
詩
作
物
の
長
引
引
の
川
門
性
を
変
児
ず
る
も
の
で
あ
っ
ん
よ
、
し
て
も
行
条
一

ほ
凶
号
に
い
う
官
作
物
の
性
質
並
び
に
そ
の

川
川
市
の
司
的
及
び
態
様
に
日
ー
ら
し
や
む
を
布
な
、
と
認
め
ら
れ
る
改
変
』

著
作
捕
の
宍
有
持
分
譲
投
刊
仰
の
比
八
月
比
出
作
物
の
清
作
者
人
パ
U
窪
行
伎
の
場
市
川
に
お
い
て
、

い
「
れ
の
学
乱
や
附
い
て
解
決
一
q
’
る
こ
と

が
透
切
で
ー
あ
ろ
う
か
c

ヘ
－
条
一
項
現
口
勺
に
該
当
す
る
も
の
2
し
こ
矧
茶
柱
引
は
い
設
い
げ
に
翻
案
に
じ
れ
っ
て
必
然
釣
に
行
う
改
変

を
一
誌
、
丸
る
も
の
で
為
る
か
、
先
決
し
た
よ
う
に
、

条

如、刈汀
J
J

の
必
泊
さ
れ
る
総
当
は
柄
小

J

て
狭
い
も
の
で
d
R
る
か
ら
、
弘
H
L
刊
物
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（

W
〔
仏
政
主
変
史
す
る
も
の
で
め
っ
こ
も
改
変
が
一
つ
条
一
漏
出
号
に
談
中
i
す
A
V

と
慨
す
る
こ
と
は
、

わ
れ
る
以
下
で
は
、
前
説
宇
一
支
持
す
る
も
の
と
し
て
共
合
持
分
譲
波
後
む
同
一
位
保
持
椛
わ
伎
に
つ
い
こ
検
討
乞
／
り
つ
こ
2
に
し
zf

し
く
は
難
し
い
よ
う

L
E

し、
し

約
交
際
五
日
波
に
よ
り
町
一
佐
川
休
刊
日
出
保
山
県
不
的
許
諾
J
Y
1
7え
て
い
る
と
解
ナ
る
恥
を
支
持
す
る
と
し
て
、

H
h
佐
行
使
に
つ
い
て
権
利
行
使
反
対
乞
す
る
者
の
吉
川
ヤ
忍
不
は
ど
の
；
ろ
に
ぬ
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
〉
者
作
Y
粋
で
あ
る
九
日
で
昌

イ
リ
、

v
」

i
j
T
ト
Jーを衣一
jリL
f（

T
J

つ

え
（
J
K

十ノ
1

日日
T
3
l

B 

に
行
え
ノ
ク
、
ぜ
寸
一
午
、
行
う
坊
ム
ロ

作
権
十
一
共
仇
す
る
場
合
に
、

7
、
ご

斗
川
v
j
i
v
v

る
通
常
の
組
問
門
と
行
わ
れ
る
改
変
で
あ
れ
ば
、

A
は
じ
が
改
変
に
作
い
同
件
似
ム
ヲ
控
を
じ
使
ず
る
こ
yu

に
Mm一
七
的
に
川
告
vT
し
て

い
た
ー
も
の
こ
堺
ず
る
い
一
と
が
で
き
る
。
し
た
が
勺
て
、

B
－
じ
は
、

A
が
コ
川
件
保
持
権
行
使
に
反
叫
刊
｝
ノ
た
場
合
で
あ

J
L
4、
改
変

行
為
を
行
、
っ
、
ア
ζ

？
で
き
る
ζ

解
さ
れ
る
て
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
川
性
保
持
議
行
使
を
氾
絶
「
司
令
者
か
川
て
も
町
民
刻
蓄
の
信
義
主

反
に
か
か
わ
ら
ず
日
‘

C
は
翻
案
に
伴
う
冶
常
の
諸
辺
刈
一
け
改
変
を
r

七
っ
こ
、
と
か
ゲ
よ
L
Y
G
o

こ
ui刀
法
に
よ
る
解
決
以
、
創
案
に
伴
う
迂
常
心
認
珂
J
、4

の
改
十
小
止
が
L

P
な
る
も
の
で
み
点
る
か
に
よ
れ
て
判
怖
が
分
か
れ
る

H
T
：こ

七
+li 

（！メ人民半、日：／三l日1' 1L31〔2り12. 

. 
"・ 



r日

長
る
が
、
税
閣
の
す
什
作
物
の
ぷ
分
的
利
用
中
写
会
の
去
作
初
の
色
彩
の
変
更
ヘ
例
え
ば
、
カ
ラ
？
写
宍
す
日
早
川
弓
六
に
ト
2
0ミ
ー
ご
と

γ1ノ
山
住
友
で
為
れ
ば
、
抑
制
本
に
伴
う
泊
常
の
組
川
内
内
の
以
小
品
と
加
さ
れ
る

一
方
で
、
原
著
作
物
心
パ
ロ
デ
ィ
化
や
二
次
的

J、
円問

草
作
物
の
州
副
作
等
は
淑
2

朱
に
伴
ミ
域
別
の
前
回
を
超
え
る
改
支
で
あ
る
乙
解
さ
れ
る

刻
家
権
譲
川
村
い
怯
慌
の
日
一
自
伝
山
行
権
行
伎
の
議
論
争
用
い
る
こ
し
て
、
そ
れ
を
い
十
八
苅
若
作
物
の
凶
行
一
げ
、
そ
疫
の
場
ん
じ
の
日
性
保
持
y
砕
ろ
も

伎
に
お
い
て
も
治
則
す
る
こ
ζ

は
妥
ψ
ー
で
あ
ろ
う
炉
。
以
一
ヘ
で
は
そ
り
々
に
つ
い

2
）
併
決
刀
法
と
し
て
の
一
妥
当
性

共
同
誌
作
物
の
今
日
咋
濯
の
け
分
一
¢
伐
を
行
う
？
っ
め
に
は
、
怯
の
宍
有
者
九
十
口
h
C
九
三
田
区
が
必
史
で
あ
打

ハ古
J
A
I
－
市
加
で
、
八
月
u
E
M
M
r
u

υ一
し
と
う
え
て
、
第
日
に
権
利
が
J

呼
む
す
る
持
分
一
掃
設
に
つ
い
て
共
有
者
九
慢
で
λ

注
意
を
し
て
い
る
以
（
：
持
分
の
立
一
党
人
日
翻

栄
町
批
れ
伎
や
い
司
る
、
一
と
い
い
総
の
共
有
者
が
合
意
し
て
い
る
も
の
と
僻
ぎ
れ
る

v

そ
の
よ
う
に
併
3
ぷ
い
と
、
手
作
桜
山
の
持
分
が
第
ム
一
者

の
T
に
渡
っ
た
に

Auhず
か
わ
り
ず
、
同

担
保
持
権
に
よ
る
1

ン
ト

7
l
ル
乞
受
け
、
ね
九
刀
友
枝
（
U

胃
涼
や
か
な
く
な
る
し
ま
た
、
持
分

譲
受
人
予
同
作
似
持
権
に
よ
る
コ
、
J

ト
ロ
ー
ル
J
v
h
kげ
る
こ
と
で
、
円
出
な
権
利
行
使
日
小
阻
害
さ
れ
る

L

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
介

に
お
い
て
は
、
読
案
協
点
投
と
同
一
性
保
持
権
に
問
寸
る
＝
液
晶
と
川
稔
に
、
著
作
ー
で
あ
る
友
桜
人
は
向
，
条
に
伴
う
通
ur弔
心
節
同
内
ピ

お
円
る
改
変
に
同
パ
午
、

v
た
も
の
と
山
抱
一
心
す
る
」
と
は
J正
当
で
あ
る
と

YJ、スる戸

、k
れ
ま
で
の
議
論
か
っ
、

日
ハ
佐
川
古
川
作
権
ー
の
持
分
一
議
波
に
よ
り
判
性
保
持
権
行
伸
一
に
つ
い
亡
鮎
家
の
必
奴
性
か

ι
行
れ
れ
る
改
公
ピ

つ
い
に
は

よ
り
野
示
の
可
九
時
J
f
L
て
い
る
；
、
岬
押
さ
れ
る
の
で
、
河
件
保
持
権
行
使
Jpzh純
す
る
有
の
信
義
造
反
の
間
一

d
r

古冶

、
譲
受
人
の
叩
刊
川
な
一
認
め
る
ヘ
き
で
あ
γ
Q

こ
考
え
る
n

方
、
翻
案
に
よ
る
通
常
の
続
出
を
越
え
る
改
訟
に
つ
い
γ
は
、
持
分
の
議
岐
に
よ
レ
リ
、
ソ
円

性
保
持
y

弛
行
使
に
黙
ぶ
の
ム
円
ム
一
百
十
↑
し

ハ～ーも

U
と
時
川
ず
る
、
一
と
は
で
き
な
い
わ
で
、

そ
の
4
勿
ん
は
は
、

十宍
M
川
若
命
者
お
ら
同
一
性
保
汀
権
一
行
慢
を
損
耗
さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得

'Piえ人法学； GI 、＇.SI吃 j キ1:14[2υ12. 1、



長
い
さ
あ
ろ
う
こ
の
場
合
に
、
共
同
昌
作
者
一
子
捻
引
行
使
な
恒
絶
す
る
こ
と
は
信
一
一
読
違
反
に
は
な
つ
な
い
と
考
え
る
仁

2 

品
分
が
相
続
さ
れ
た
ぬ
合

共
J

り
著
作
物
の
有
作
社
恒
三
円
刊
ヘ
刀
が
、

持
作
者
の
托
zし
に
よ
り
相
続
さ
れ
ん
ヘ
場
口
、

右
作
者
と
L
I

ハ
付
者
か
別
の
名
に
帰
属
す
る
日
｝
い
〈
な

る
り
こ
の
場
台
に
、

現
存

γ
る
持
作
者
が
著
作
H
F

濯
を
行
使
一
o
J
Q
阿
川
台
に
お
い
て
は
、

牝
亡
し
乙
背
作
者
心
者
作
者
人
枝
川
市
川
に
も
、
円
震
を

し
た
U

れ
や
は
な
ら
な
い
c

寸いえ
J
v
j
？
」
、

せ
汀
』

死
者
に
は
人
格
権
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
レ
】
ゐ
が
、
u舌
n
h

権
法
し
は
古
川
「
荷
の
記
長
に
お
レ
：
も

一
定
正
保
一
援
を
守
え
て
い
q

る
〈
す
は
わ
色
、
幸
弘
任
者
の
化
後
、
苫
弘
司
物
を
公
衆

P

誌
で
す
る
者
は
、
ゆ
H
L
Y
」右、
ν存
し
亡
い
る
と

し
す
寸
円
な
ら
ば
ど
の
芋
作
者
人
情
此
惜
の
引
い
A
iム
口
と
な
る
、
き
行
お
析
し
て
は
と
ら
な
い
1r
さ
れ
て
い
る

ハ
ハ
い
条
）
（
た
だ
し
、

iZ作

ι人

Jl:l,fl 4之作ιν）j¥↑τ呂入手5培h慢にじ＇＂ γどj寺祭

昨
併
比
h
p
ぇ
ハ
お
と
な
る
べ
き
行
為
の
品
川
正
日
及
び
れ
度
、
社
会
的
品
川
市
小
）
人
及
効
、
そ
の
似
の
事
清
志
勘
案
し
r
、
当
該
行
為
、
ml者
作
者
心
し
円
い
や

中
し
な
い
行
為
は
山
市
与
さ
れ
て
い
る

（
同
条
刊
円
卓
川
）
）
同
条
は

よ
り
共
有
害
と
苓
作
品
十
七
日
か
別
の
若
に
叩
品
「
る
お
ム
U

に
お
い

て

ll, 
ノ、

｜石1
4当

11 J勿
レY

y 

作
者
人
除
｛在
才T

fを
乙

"" 1揚
へu 

＃ 
l召
l 
"' 必
炭
刀、

為

る

ろ

例
え
ば
、
死
じ
し
1
7
4
計
作
芸
名
乞
削
除
L
て
複
製
寸
る
行
為
、
パ
同
て
す
が
自
己
の
も
の
と
し
て
若
刊
1

げ
た
か
の
ご
と
く
公
：
必
ず
る
行

為
は
、
著
作
8

ず
か
f
V
エ
し
い
る
と
す
一
れ
は
そ
の
著
作
り
何
人
格
権
主
侵
宅

F
る
行
為
t
な
る

ν

羽
必
ず
る
苫
作
文
が
こ
の
々
で
つ
な
著
何
者

人
点
小
川
権
行
伎
を
す
る
戸
一
乙
に
つ
き
、
九
和
利
行
使
を
釘
純
一
3
r

る
こ
と
は
信
義
違
以
）
は
な
ら
仕
I
U

ヘ
き
で
あ
ろ
品

方
、
ハ
ハ
ソ
一
条
hk宝
は
侵
T
い
こ
な
る
ス
き
七
ぬ
の
竹
m
H
及
ひ
程
度
、
吐
会
的
事
情
C
党
動
吋
ゲ
の
他
に

ι
り
？
で
の
行
為
が
N

古
作
者
の
主

を
主
口
）
〆
な
い
も
の
で
あ
る
均
台
は
、
当
該
改
変
与
は

J

斤
ι汗
さ
れ
γ

句
。
、
｝
こ
で
い
う
、

／
仁
為
の
性
質
t

と
は
、
そ
の
健
在
行
為
hv
主
体

の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
随
伴
的
に
行
わ
れ
に
も
の
C
あ
る
の
か
と
い
う
こ
い
〈
で
あ
り
、

行
為
。
程
度
l

と

5S は
、
者
”
川
者
人
格
権
の
月
刊
パ
汗
に
担
任
中
」
ず
る
校
製
物
一
何
人
最
に
ぬ
成
・
沼
F

却
し
た
の
か

わ
ず
か
な
部
数
で
d

め
っ
た
の
か
と
レ
号
科
皮
官
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r日

題
や
行
為
が
締
役
、
〆
て
行
わ
れ
た
か
、
川
府
公
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い

の
問
川
西
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

会
的
事
情
心
安
助
L

と
は

・
阿
川
誌
の
変
化
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、
計
へ
ぷ
的
な
川
値
凱
の
か
民
還
に
作
一
っ
て
、
改
交
が
許
行
手
れ
る

J、
円問

和
問
問
河
川
変
動
す
る
場
人
ハ
い
が
あ
る
も
の
を
不
竣
ず
る
も
の
で
あ
る
乙
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
の
机
に

d
h

こ
は
、
若
作
者
の
件
前
心
苦
作

話
人
情
慌
に
対
す
る
刻
応
・
＃
え
寸
な
ど
が
ん
け
ま
孔
る
こ
孝
弘
え
ら
れ
て
い

作
杭
汁
慌
に
お
い
て
は
、
ー
ハ
一
粂
犯
ー
者
げ
い
い
う
一
札
訂
作
者
り
立
を
士
口
し
な
い
i

ζ

γ

つ
z

人
一
一
は
に
つ
き
、
答
続
的
に
認
止
ら
れ
る
こ
、
、
を

H
T〈
ず
る
1

ご
し
に
い

ノ

グ

千

ル

l
ム
手
汁
に
お
い
ど
ば

公
i
八
日
り
引
の
た
め
に
必
裂
に
心
じ
た
大
き
さ
の
法
物
干
建
築

例
え
ば

ず
る
た
め
に
、
法
物
一
ゲ
↓
解
体
し
移
設
ず
る
、
一
と
に
つ
レ
て
、
バ
J

能
な
限
h
r
y

著
作
物
心
現
状
乞
復
一
ん
す
る
も
の
で
お
る
場
合
に
は
誇
何
者

の
む
を
古
し
な
い
と
行
為
で
ν

め
る
と
引
い
不
さ
れ
た

J

六
条
但
吉
は
、
基
本
的
に
は
死
者
が
rわ
し
て
い
た
な
ら
ば
著
作
者
へ
は
川
梧
ム
u

コ
て
も
、
れ
為
心
性
質
等
心
各
油
川
安
素
に
つ
い
て
総
合
考
出
馬
し
て
お
合
に
ま
行
し
う
る
改
交
を
定
め
た
も
の
と
解
ぢ

わ
る
で
あ
ろ
う
の
上
記
仙
北
村
門
例
は
、

よ
り
条
但
止
川
に
定
め
つ
れ
た
マ
一
て
れ
ぞ
れ
の
要
刊
に
つ
い
と
詳
細
に
冶
へ
て
い
る
わ
け
で
は
広
い
が
、

ψ
」
該
改
交
行
為
吉
行
う
に
あ
二
り
、
吾
作
物
〈
U

収
状
を
維
刊
す
る
よ
ぷ
努
め
、
そ
れ
で
も
2
日
行
号
、
必
辺
り
あ
る
改
変
ー
ピ
忍
小
限
ご
と

ど
め
た
ぬ
〈
日
い
っ
き
川
有
作
者

し
い
と
解
〆
た
も
の
と
思
わ
れ
る

v

宗
派
に
苫
作
之
口
の
主
主
主
）
な
い
行
為
か
否
か
は
、
小
山
一

測
に

U
じ
て
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ハ
F
1

条
但
北
い
に
夜
均
一
ィ
す
る
行
為
に
つ
き
、
各
去
作
苔
が
意
い
半
一
、
ζ
d

パ
ド
行
為
て
あ
る
か
人
円
か
を
川
断
一
3
0
」
〉
一
は
野
ー
い
で
や
っ
F
7
J

以
L
L
か
ら
検
討
f
る
に
、
一
ハ
ChA穴
住
吉
に
よ
勺
て
討
果
的
に
詰
作
者
の
意
を
筈
ー
な
い
行
為
と
し
て
占
官
庁
き
れ
る
行
為
に
つ
き
、
共

同
一
著
作
者
か
著
作
者
人
格
権
／
仁
伎
を
中
絶
Lbf、；」
L
て
も
、
そ
れ
は
r

一
義
違
反
ζ

な
る
工
こ
は
な
い
と
考
え
る
n

六
ハ
ノ
条
町
一
言
に
よ
っ

て
著
作
者
人
治
権
下
告
の
逮
件
、
糾
引
が
川
也
消
却
さ
れ
る
行
為
は
、
も
午
も
と
は
死
r
」
し
り
に
者
が
存
L
て
い
た
り
な
ら
ば
苦
作
者
人
情
権
を
u
k

中
け
す
る
行
為
で
為
J
ー
そ
の
よ
う
は
行
為
に
コ
さ
品
作
者
人
治
権
行
官
を
相
絶
す
る
こ
と
は
売
に
忍
べ
行
よ
う
に
白
川
義
追
及
と
は
芯
ら
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長
い
行
為
で
あ
る
一
一
の
場
合
い
札
苫
刊
若
人
格
権
行
使
古
担
絶
す
る
行
為
は
、
当
作
者
聞
の
合
苦
を
第
十
ノ
£
の
ご
も
倫
理
場
一
反
と
な
る

ー
も
の
で
も
な
い
と
忠
ね
れ
る
の
で
で
の
よ
う
に
訴
す
る
の
が
安
斗
で
あ
る

τつ
に
円
じ
ゃ
れ
る

J

ハ。

ill 

著
作
者
人
格
権
行
使
と
著
作
砿
ノ
土
佐
J
V
と
は
吋
に
一
ゃ
っ
場
町
に
お
い
て
は
、
著
作
権
一
点
一
波
及
ひ
が
続
の
場
（
何
で
有
作
者
人
、
借
権
行
使
均

粧
が
r
d

川
義
違
反
と
な
る
行
為
に
つ
ノ
レ
L
4
m
A
刈
を
行
っ
た

η

前川以台

ι
つ
い
て
」
は
、

持
分
該
（
波
に
よ
わ
訓
州
一
条
に
れ
り
つ
通
常
の
乾
州
内
の
改
変
で
忘
れ
同
、

内
川
工
深
持
川
弘
行
使
に
苫
ql者
は
臥
…
市
中d

に
合
意
し
て
い
る
こ
と
が
何
定
さ
わ
守

YLか
ら
、
汀
ハ
同
在
外
蓄
が
同
一
件
保
持
権
行
伎
を
花
絶
し
た
と

L
て
も
、
信
義

J

謀
反
に
か
か

Jl:l,fl 4之作ιν）j¥↑τ呂入手5培h慢にじ＇＂ γどj寺祭

〉

〉
U

1
4
β
レ
↑
イ
ヲ

改
変
MMJ打
、
つ
三
と
が
で
き
る
と
考
え
る
コ
え
よ
U
刊
日
分
読

λ

は
4

句
二
日
一
品
け
保
持
柱
行
伎
を
作
粍
す
る
場
合

持

fr該
↓
伐
に
よ
れ

約
案
に
作
ぷ
品
川
常
の
範
囲
内
り
改
変
に
つ
い
て
は

向
性
似
作
権
行
使
～
っ
き
玄
作
書
げ
炉
問
一
介
的
に
ム
円
守
、
を
l
J
、
三
」
い
る
こ
と
が
推

主
さ
れ
る
と
そ
の
た
め
、
同
一
が
！
日
出
持
権
行
使
花
氾
v
h
の
い
義
r
窪
況
の
問
題
を
問
、
つ
宇
伝
く
、
昔
作
？
引
の
利
用
中
」
行
ム
こ
と
が
で
き
る

と
老
マ
え
る

ー
々
、
絞
V4τ

に
伴
う
通
常
の
乾
同
を
超
え
る
弐
必
見
に
つ
い
て
は
、
同
一
性
保
付
権
行
使
主
知
組
ず
る
き
が
い
て
よ
ー
そ
の

一
必
口
に
主
義
選
反
行
為
は
な
い
と
考
L
る、

れ
ル
以
茜
に
つ
い
て
は
、

化
者
の
人
点
門
的
利
パ
キ
ι

口
ず
る
行
為
に
つ
い
て
著
作
者
人
格
時
iL使
を
布
絶

T
qノ
仁
九
州
は
信
義
占
庄
一
反
に
な
り
な

い
と
考
え
る
。

四

？
」
ド
ト

f
f切ア
L

I
t－
－

h

，v
 

ド
高
E
Z
、

；
l
j
l
 
だ
い
川
詩
吟
一
物
U
H者
住
者
人
格
権
行
定
に
つ
い
て
権
叶
刊
行
使
反
川
河
有
の
情
義
追
及
に
お
た
る
行
為
に
つ
い
司
て
、
そ
し
ご
、
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r日

日
分
移
÷
L
h
ほ
い
H
ハ
川
名
作
物
心
H

者
作
者
人
約
権
行
使
、
と
同
引
い
一
に
苫
作
権
行
使
J

ど
行
人
ノ
埼
剖
い
お
い
て
、
著
作
1
人
的
問
権
行
使
を
拒
絶
す

る
行
為
の
信
義
法
比
に
つ
い
て
検
討
を
七
ヮ
た
。
牛
稿
に
お
日
る
検
刊
か
ら
以
下
心
白
、
を
殺
化
寸
る
こ
y
し
が
で
き
る
戸
D
h

つ
に
制
】
わ
れ

J、
円問

る
」
ま
ず
、

嫌
が
っ
せ
や
愉
沖
違
反
行
為
の
ほ
か
、

先
に
求
ー
ν
さ
む
に
U
U

伯
作
注
譲

一
般
的
に
い
義
法
以
が
あ
る
乙
さ
れ
る
場

γ

聞
は
、

波
・
若
作
権
行
使
に
m
A
ムnJ
る
ん
じ
怠
z
ぜ
錯
す
形
で
サ
名
作
持
ヘ
洛
権
七
伎
を
し
ん
j

絶
ず
る
こ
と
で
あ
る
2
考
え
ら
れ
る
。
ま
～
、
設

3

殺
す
わ
っ

コ
持
出
と
ま
、

t
j
l】

f
ぜ

告
す
波
に
よ
っ
て
持
作
者
人
格
権
行
使
に
℃
い
て
苫
作
者
が
臥
不
心
計
誌
を
与
え
に
こ
山
推
定
さ
れ
る
た
止
、
若
日
若
人
前
U

権
行
使

ι
っ
き
拒
絶
す
る
者
か
唱
て
も
、
そ
の
者
の
信
義
通
一
況
に
か
か
わ
ら
ず
格
別
行
使
は
リ
能
で
ム
わ
る
と
鐸
FJ
ベ
、
さ
で
7

め
る
じ
が
続

バ

L

は
、
島
町
有
人
格
権
行
使
に
つ
き
六
C
M取
を
け
刊
一
議
す
る
必
民
が
丸
山
る
c

こ
の
場
合
、
死
者
の
者
伶
有
人
松
川
F

徒
主
引
は
斉
一
3
匂
行

rAに
つ
い
て
枠
判
J

行
使
花
柁
を
す
る
、
」
と
は
信
長
注
反
と
は
江
ら
な
い
と
考
え
る

J

本
院
で
は
著
作
権
法
れ
い
ご
般
的
日
与
え
i

刀
す
か
ら
導
き
う
る
結
識
と
不
し
た
に
み
て
、
検
お
t

ド
体
が
時
間
尚
早
C
Jめ
っ
た
川
能
性
ば
否

定
で
き
な
い
叫
し
か
し
な
予
ワ
、
宗
一
口
壱
人
格
権
に
関
す
る
局
主
T

／
～
共
同
菩
作
均
の
ア
作
者
人
倍
権
行
使
に
関
す
る
規
定
を
す
J

m

甲
山
「
る

ム
ぱ
か
で
、
行
川
町
村
名
作
物
が
ず
ノ
リ
グ
｝
ブ
ム
で
。
あ
る
場
な
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
多
く
心
場
合
山
お
い
て
著
作
巨
人
格
権
行
使
が
制
限
さ
れ

う
る
と
い
ス

τ｝
会
一
花
認
「
る
こ
と
が
で
き
h

h

一
に
烹
味
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ゐ

持
分
移
F
M

九
段
の
文
作
権
行
使
と
仇
名
門
老
人
格
権
行
使
の
内
閣
に
つ
い
て
は
、
～
札
り
人
検
討
さ
れ
る
こ
？
？
な
か
コ
た
も
の

E
あ
り
、

後
の
裁
日
川
川
及
び
JY一抗

検
討
！
な
緋
J

附
し
て
い
く
必
佼
が
あ
る
だ
ろ
う

中
山
一
恒
以
肴
作
権
法
一
令
交
閣
、
一
八
く
ノ
じ
ふ
）
同
一
一
つ
れ

加

j
行
背
作
枠
法
逐
条
講
義
、
ヰ
忠
利
版
日
書
作
梓
倍
以
刊
セ
シ
夕
、
川
、
九
八
午
一
町
ひ
ト
、

rd
）
止
付
、
金
井
足
立
H

川
内
村
芳
夫
雨
宮
打
♂
イ
作
持
注

J

メ
〉
タ
ル
｛
上
話
一
一
、
市
六
日
小
布
伴
内
攻
、
ハ
ヘ
一
ヘ
一
宇
一
ー
一
百
一
小
主
r万

ょ
ん
）

ι

事
伯
変
更
｛
ω
司
則
カ
医
呉
川
に
台
ま
れ
て
い
る
ご
と
中
川
王
、
え
＼
辺
司
法
日
、
作
一
山
た
事
伯
の
も
と
に
お
い
：
、

h
f言
人
時
計
協
m
h
h
伎

z l 
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5 4寸
〆

, 
ノ苫、

x μ 

有iJ; 

¥,, 

つJ

J也
グノ

共
主
刊
者

般
的
に
間
付
さ
れ
ζ

い
る
F

沼
稲
を
し
ぇ

ι
明
寸
、
き
て
あ
る
ζ
述
、
て
し
る

山
μ
・
剖
黙
っ
さ
力
、
ノ
H
H

わ

加

μ
・
前
出
拘

η
一
一
六
江

役甘い…

rる
公
式
内
抗
定
八
条
一
羽
一
日
に
一
日
ナ
ブ
ヨ
日
注
士
会
F

山
さ
れ
に
い

h
山
e

h

持、

lz｛
ハ
円
、
川
町
一
一
円
山
尚
へ
の
L

）
f

ハ二｛司

一、, 下、

ぷ
い
戸
正
夫
川
山
山
い
同
氏
れ
に
叩
一
片
刊
住
法
コ
シ
メ
〆
タ
ル
ワ
一

日八

一
頁
〔
記
い
い
司
十
八
－

〈
九
年
）
し
一

｛効川申書一門時、

中
山
出
持
l
ご
一
九

一Q
U
V

ヘ

C
j

一

I
jぷ

竹
二
一
三
一
L
こ、

L
P
－

J

I

J

t

r

才
日
l
L
d

一
、
斗
）
け
」
円
、
中
山
。
「
山
掲
へ
1
一四リ一

同
士
変
立
し
う
る
に
ば
か
石
一
。
一
令
こ
と
力
、
旬
、
こ
の
で
フ
示
場
汗
ば
善
行
者
へ

wm梓
L
南
町
民
一
に
し
て
い
政
、
つ
こ
と
出
作
乙
疑
問
j
引
く
見
M
F
v
f
一し

中
山
前
拘
へ
l
）
同
一

j

店
一
号
心
規
定
三
一
よ
円
、
事
主
上
プ
ロ
グ
F
J
J
V

ば
川
性
保
J
惟
ち
し
土
戸
～
ー
待
等
し
い
こ
と
、

L
六一一ヘノ一久市

b
－
ぺ
ぃ
乞
三
＼
L
2
J
M
U
、
J

／

J
i
－
－
タ
λγ
」
店
し
一
t

l
ム
に
つ
い
て
、
収
ρ
れ
を
七
〕
ぷ
が
ス

1
円

心

反

一
U
Z即
さ
れ
る
規
制
仇
物
沼
刊
一
ぺ
一
民
以
持
格
」
出

ι夫
！
む
F

一
？
一
ハ
誌
記
念
著
作
料
法
二
氏
淳
、
の
坑
代
治
誠
忠
』
へ
法
学
R

段、

一（ノ（
J

一
一
牛
、
山
戸
一

（刊いん
F

川
尽
出
判
了
ド
成
一
川
斗
ー
ハ
月
二
一
）
口
知
山
花
集
一
古
川
サ
丘
一
八
ぃ
向
ハ
（
商
品
川
♂
泊
以
lH八
平
作
一
〈
カ
メ
プ
マ
J

日、占める
v
h
ι

目
、
古
代
邦
一

IT
一
川
て
払
る
Y
Dム

ー
、
川
部
内

案
二
釘
い
こ
、
裁
下
川
は
、

X

Y

問
者
の
職
長
友
d

u

J

刈
人
約
の
い
い
的
に
問
、
ヮ

L
、

xは、
J
J
R
C
一
ワ
淀
し
に
よ
円
、

、1
h
H
L
、
当
一
説
ヲ

i

一川忙を

百円川
J
F
1
U
笥
用
し
、
J

d

j

J
立
し
ヱ
乞
公
衣
r
G
M
一
之
〈
ャ
山
諾
し
ふ
も
の
乙
司
F
4
1

二
士

h
山
e

h

持、

lz｛
七
円

一日比
p
ι

ハ
々
わ
い
丘
小
八
七
川
町
件
、
山
川
ず
る
戸
支
hu
乙
む
一
イ
日
戸
刊
一
月
一
ー
ん
日
軒
体
主
今
巻

に
搭
載
す
ぺ
台
w
一
↑
昔
日
氏
首
が
山
定
心
者
の
過
川
大
に
よ
り
－
K
沿
う
た
半
れ
に
つ
お
氏
勾
一
主
小
桧
伐
さ
を
認
め
た
（

ヘ日一

川
サ
ヘ
二
民

y
人
宇
山
レ
ず
氏
名
脱
税
事
件
－

c
H次

r
斗
九
ハ
円
八
ヰ
じ
川
［
氏
以
行
問
事
仕
jJ

判
決
法
、
，
一
町
立
を
ム

V7
の
に
回
以
主
広
航
し
た
お
日
恭
一

片
有
一
刀
て
う
れ
以
外
の
日
、
持
者
か
は
、
計
価
で
の
他
心
斤
一
で
人
き
な
迅
が
の
↓
／

uhv
、
鈴
一
昔
甘
が
F
J

小J

山

交
の
責
任
と
権
利

γも
ハ
て
い
る
こ
と
カ
訟
め
入
J

V

へ
ぷ
諾
な
く
う
て
名
門
畑
作
を
変
更
三
、
、
机
行

yん
口
に
ヘ
ー
件
害
行
い
川
市
v
b

百
民
山
川
、
ご
一

η

市
Y

庁
防
判
ド
l
川
八
年

t
月
二
ハ

J

〕判

vd

害
高
炉
〆
な
る
も
の
一
工
品
；
、
第
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r日

為
は
不
以
行
お
ι
じ
MMW
民
す
る
も
う
v

］
わ
さ
G
b
仏
J

な
し
f

一
六
一
べ
て
い
こ

J

（
民
一
点
京
！
担
川
ヤ
成

τ一
何
万
一
守
口
判
峠
一

ioへ
与

問

f
バ
（
h
d
川
内
似
つ
ご
ノ
ノ
ウ
半
刊
）
「
古
米
》
氾
判
ド
成

（
以
成
一
牛
｛
ノ
一

L

一
九
サ
一
一
日
制
為
本
会
政
一
〔
げ
川
柏
丹
、
刊
書
ゃ
拠
牧
村
事
作
一

ぺU
F

上
野
主
弘
著
作
す
人
明
濯
を
め
〈
F
F
J
J
一
一
ザ
リ
課
程
一
川
J
1
U
自
民
光
生
志
向
記
念
－
知
的
別
枠
尽
の
理
論
乙
現
代
山
説
見
守

（ノ一コム
4
年
J
h
J
p
h

ヘ
刊
ぬ
）
井
上
川
三
了
「
ム
ナ
h

作
物
心
山
、
史
1

い
れ
性
保
持
持
一
シ
l

J

ス
ト
〔
一
丘
r
〕
門
ワ
一
、
一
ー
ん
し
ん
た
～
寸
｝
ハ
ハ
山
（

弘
一
ぜ
点
J

ホ辺判でし川仏叫ん
ω
ヤ
ハ
ノ
ト

J

一

A

判
時
一
ハ
ヘ
戸
J

八
七
」
円
之
内
閉
山
荘
掠
歌
辛
口
〕
で
は
、
烈
ボ
L
r
V
1

〆
薮
の
制
限
会
れ
ど
支

呪
？
い
た
点
i
一
カ
所
加
え
る
改
変
に
つ
で
同
一
叫
山
持
椎
法
告
が
成
γ

ご：h
u

と
さ
れ

A
F
U白
ハ
「
間
L
て
は
、

K
I小
泊
料
一
川
此
一
一
午
円

一、
H
刈
時
九
出
却
μ
τ
d

刈
日
一
円
）

J
Z
r
E
E
5
一
］
一
件
」
山
作
、
》
点
む

l
下
T
J七
デ
品
切
除
し
、
雑
I
片
～
桝
載
す
る
｛
げ
た
に
（
さ
、
切

除
目
汁
が
い
相
め
て
れ
」
す
か
て
り
Q
M
4
マ
守
作
者
パ
γ八
終
的
利
益
を
害
ず
る
こ
L

V

F

ぽ
い
と
点
め
つ
れ
令
場
合
を
除
、
さ
、
涼
則
1

｝

J

て
向
性
ほ
封

惟〕
F
L
Z

い
ご
『
た
る
と
浪
、
て
屯
一
令

ιmJ
裁
判
日
刊
に
付
い
て
は
、
明

J

山
ん
入
訪
問
仙
川
勾
訂
に
に
川
戸
v

て
ぺ
性
以
バ
刊
註
侵
害
γ
れい定
v
v

た山本山’

Z
判

γ主
一
一
信
一
「
ず
札

υ
己
民
主

巻

5
へ
二
一
一
日
〔
法
は
ヘ
fJpzh抗
日
人
事
件
山
、
市
北
両
日
寸
レ
ピ
技
団
？
～
ょ
の

J

江
守
っ
た
～
リ
、
、
，
グ
や
や
れ
在
日
仔
k
い
改
公
／
「
J
一

小
中
山
川
地
判
w
成
；
年

J

月

日

知

山

民

亡

を

一

持
J

I

L

二一

J
R
〔λ
イ
r

ト
千
ム
竿
汗
〕
ヰ
ム
コ
あ
る

（
江
一
入
戸
品
f
句
「
昔
刊
者
人
格
権
心
羽
代
川
誠
川
辺
尺
引
一
六
巻
ハ
サ
～
北
九
七
r
土
八
問
白
司
、
抗
ロ
者
慌
（
2
二
七
一
吉
、

一
円
一
－
け

ι・
前
拘

1
一
円
、
い
江

ぺ
山
山
一
ス
f

i

ムJ
i

ム
宇
件
前
者
一
山
℃

2
同
に
措
？
川
μ

？
れ
九
人
物
に
う
さ
、
刊
人
が
れ
や
立
れ
ば
干
怯
に
や
h

じ
る
れ
段
ー
～
殴
く
品
h
J
さ
れ

、
d

る
場
合
～

υ
い
て
、
指
か
れ
た
人
物
の
拾
に
日
隠
し
か
～
つ
汁
る

f
A，
ご
っ
き
守
ト
一
一
三
小
山
行
な
い
改
変
ー
ζ

認
め
た
中
川
小
川
判
市
l
成

町

八

月

一
日
当
一
也
イ
仁
）
二
u
訂
ソ
ハ
甘
口
一
税
ゴ

pv

一
ズ
ム
J

ユ
一
岩
内
川
一

一見一
v

J

に
半
日
言
、
千
八
々
に
斗
し
て
、
旧
汁
市
之
当

f
棒、
J
U
川
村
説
〔
第
板
一
有
斐
明
、
二
、
I

）
一
心
小
）
囚
何
人
山
口
は
、
制
山
岳
倍
、
二
次
的
さ

れ
物
の
利
出
柏
J

半
角
作
者
ー
へ
格
権
、
／
は
M
W
り
離
し
て
別
州
独

t
J子
庶
民
し
よ
ー
る
こ
一
一
九
認
め
に
法
制
喧
を
加
す
意
味
な
ふ
の
こ
し
ぽ
い
ム
め
に
、

訟
哀
の
mh
に
表
羽
川
式
っ
安
門
九
に
作
2
M
U
K
的
に
一
汁
わ
れ
る
υ
笠
宮
山
山
、
そ
れ
が
hA打
物
刀
式
況
の
4

M

岬
主
主
立
す
ん
ω
も
の
で
あ
こ
と
ー

。
長
一
広
J門
号
に
よ
口
同
刊
保
持
昨
モ
伝
引

γ
な
い
と
Jmm
さ
は
日
れ
は
な
人
な
い
と

L
て
い
る
。
ま
守
ニ
野
川
元
弘
「
台
作
功
心
改

， 

F
－
二
円
ー
に

J、
円問

円ハーにい川一、

も
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変
ノ
」
昔
咋
v白
人
格
住
宇
治
打
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